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【基本配布】 

本校では、学力・体力の向上については、児童の実態に即して教員の授業力を高

め、日々ICT を有効に活用した授業を積み重ね、保護者に理解を得、地域と連携を

密に図りながら、取り組んできた。昨年度から研究し、意欲的に学習する子どもを

育てるとともに、基礎的・基本的な内容を習得し自分の考えを表現できる子どもの

育成に取り組んできている。結果として、平成 30 年度末アンケートでは「学校は

楽しい」、「授業はよくわかる」という肯定的な回答の割合が、全校平均 90％あっ

た。今後は、より一層教師の授業力を高めて、児童一人一人に授業で「できた」「わ

かった」という成就感を持たせるようにして、自らすすんで学習する児童の育成を

していきたい。 

上記を達成するために、以下の１つの取組を行った。 

１．取組内容（１）について 

①取り組み内容 

本年度は「ともに学び合う子どもを育てる。―ICT でひろがる世界！「考える」

っておもしろい！！」を研究テーマとして、「主体的・対話的で深い学び」を実現

するために学習過程の質的な改善を目指し、授業を進めた。 

○具体的な実施内容としては、下記のとおりである。 

今年度研究目標を「ともに学び合う子どもを育てる。―ICT でひろがる世界！「考

える」っておもしろい！！ー」を研究テーマとして、「主体的・対話的で深い学び」

を実現するために学習過程の質的な改善を目指し、授業を進めた。どの教科におい

て学習過程に「学び合い」を取り入れることで、子どもが自ら考え、課題解決に向

けて互いの意見を交流し、自分との類似点や相違点を見つけ、新たな発見をするな

ど、ひとりひとりの子どもが思考を深めたり広げたりできる様な授業を進めるこ

とができた。また、『考える力』を伸ばすために効果的にＩＣＴ機器を活用し、人

との意見や考えを交流し、自分一人では考えつかなかった発想にふれる学習を行

うことができた。このような学習過程においては児童が主体的・対話的で深い学び

ができる  

本年度、授業研究会（指導案検討会＜低中高学年部会及び研究推進委員会＞、研

究授業、研究討議会を１セットとして授業研究会とする。）を３回実施する予定で

ある。１学期に３回（国語２回、体育）、２学期に２回（総合的な学習の時間、体

育）、３学期に３回（算数２回、総合的な学習の時間１回）授業研究会を行った。

また、３学期の研究授業は学校公開とした。 

  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○取り組みに対する達成状況及びその評価 

小学校学力経年調査における標準化得点の同一母集団で前年度との比較につい

ては以下のとおりである。４年生は国語がー０．２ポイント、社会がー１ポイン

ト、算数が＋１．７ポイント、理科がー５となった。５年生は国語がー２ポイン

ト、社会がー０．９ポイント、算数がー３．６ポイント、理科がー４．８となっ

た。６年生は国語がー１．１ポイント、社会がー５．３ポイント、算数がー１．

８ポイント、理科がー３．８となった。同一母集団で比較し、前年度より向上し

たのは４年生の算数の＋１．７ポイントだけだった。 

以上の成果から、A 評価とした。 

 

２．取組内容（２）について 

①取り組み内容 

本年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査における体力合計点の向上に向

けて、特に課題である長座体前屈の平均の記録を 1 学期より 3 ポイント向上させ

る。 

○具体的な実施内容としては、下記のとおりである。 

体育学習の準備運動で、柔軟性を高める運動を取り入れ、長座体前屈の調査を

毎学期行い、柔軟性を向上させる。 

大阪市のスポーツ交換会に参加し、各校と交流を深めると共に体力里向上を図

った。 

○取り組みに対する達成状況及びその評価 

新体力テストの測定に向けての資料や柔軟性を高める運動の例を示した資料を

基に、各学年が体育学習の準備運動で柔軟性を高める運動を取り入れた。長座体

前屈の平均の記録が、1 学期より 3.9 ポイント向上した。（1 学期 31.9 ポイント、

2 学期 33.7 ポイント、3 学期 35.8 ポイント）この結果から、柔軟性が高まったと

考えることができる。 

以上の成果から、B と評価した。 

 

 ３．取組内容（３）について 

①取り組み内容 

○具体的な実施内容としては、下記のとおりである。 

 安全・安心の実現においては、地域の方々に子どもたちを知ってもらうことで

身の安全にもつながる「元気なあいさつ」と自ら安全・安心な生活が送れること

をめざした「学校のきまりを守る」ことの指導を続けている。その結果、「元気な

あいさつ」では、校内アンケートにおいて平成２８年度末は 90％以上の児童が「あ

いさつをしている」という肯定的回答をした。今後は、自ら進んであいさつでき

る子どもを育成していくことに重点をおきたい。 

 みんなが気持ちよく楽しく学校生活を送れるよう学校の決まりの大切さを知っ

て守れるようにするため内容に即した、劇の公演を委託した。 

 

 

 

 

 

 

 



  

 
○取り組みに対する達成状況及びその評価 

いじめのアンケート調査に関しては、５月、１１月、２月の３回実施した。月

１回の生活指導部会では、いじめのアンケート調査やいじめ早期発見チェックリ

ストをもとにしながら打開策を打ち出してきた。生活指導部会で話し合った内容

や職員会議などで、配慮の必要な児童や課題のある児童に対して全教職員で共通

理解を図ることで協力して指導にあたることができた。また、家庭訪問や学級懇

談会などから情報収集を行い、具体的な方針や対応を検討しながら組織的に対応

することができた。さらに「いじめについて考える日」を設定し、集団育成（仲

間づくり等）についての学校長の講話や教員による特別活動や道徳授業を実施し

た結果、いじめ防止の意識を高めることができた。これらの取り組みにより、全

市共通目標の「いじめを解消した割合を９５％以上にする」では、「いじめアンケ

ート調査」をもとに算出した結果、９６．９％であり、全市共通目標を上回るこ

とができた。 

以上の成果から、B と評価した。 

 

総論 

○年度目標の達成状況、総評 

小学校学力経年調査における正答率が市平均の７割に満たない割合は、４年生

はー１２ポイント、５年生はー１３ポイント、６年生はー１７．２ポイントとな

った。いずれの学年も前年度より２ポイント減少させることができなかった。 

小学校学力経年調査における正答率が市平均の２割以上上回る児童の割合は、

４年生はー２３．７ポイント、５年生はー８．７ポイント、６年生はー７．７ポ

イントとなった。いずれの学年も前年度より２ポイント増加させることができな

かった。 

小学校学力経年調査における「学校の友達との間で話し合う活動を通じて、自

分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合については、同一母集団で比較するために４年から６年生の

ポイントを合計した。平成３０年度は２３０ポイントで、令和元年度は３１７と

なった。 

○学校協議会における意見 

・今後さらに、自ら進んで問題を解決する力を育成する指導を進めて欲しい。 

・児童の安全を守る取り組みを進めるとともに、自ら「あいさつ」をする指導

をこれからも継続して取り組んで欲しい。 

・地域の人々とのふれあいの機会を設定し、様々な取り組みについてホームペ

ージ等を活用し積極的に家庭や地域に発信して欲しい。 


